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2023年度 業績【連結サマリー】

公表数値を大きく上回る数値を達成
 売上高を中心に好調な業績が継続し、営業利益段階で大きく嵩上げ

（単位：百万円） 2023年度 （連結）

（連結）
2023年4月12日

公表数値
公表比

営業収益 510,317 500,000 102.1％

営業利益 10,382 7,900 131.4％

経常利益 10,539 8,000 131.7％

親会社株主に帰属する
当期純利益

7,025 4,300 163.4％

1株当たり当期純利益 205.20円 124.02円 165.5％

総資産 171,514

純資産 50,288

自己資本比率 29.2％
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2023年度 業績【単体サマリー】

営業収益、各段階利益ともに単体業績として過去最高を更新
 消費の二極化対応への取り組みとアフターコロナの需要を取り込む
 省力化投資を積極的に実施し、生産性の向上を図る

（単位：百万円） 2023年度 （単体） （単体）

（単体）
2023年4月12日

公表数値
公表比 前期比

営業収益 508,987 498,500 102.1％ 105.1％

営業利益 10,969 8,500 129.0％ 131.7％

経常利益 11,127 8,600 129.4％ 126.0％

当期純利益 7,337 4,700 156.1％ 157.0％

1株当たり当期純利益 214.30円 135.56円 158.1％ 159.0％

総資産 170,633 107.9％

純資産 50,284 108.6％

自己資本比率 29.4％



56億円

83億円

109億円

2021年度 2022年度 2023年度

営業利益
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2021年～2023年度 単体業績【ハイライト】

統合効果を発揮し、順調に推移
 コロナ禍からインフレ環境へと大きく変化する中で、積極的な価格施策で強みを発揮
 グループシナジー、統合シナジーを享受しつつ、新たな成長戦略を推進

営業収益 営業利益

4,811億円

4,844億円

5,089億円

2021年度 2022年度 2023年度

営業収益 会計基準影響
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2023年度 業績【単体：損益計算書】

大幅増益の主要因はトップラインの拡大によるもの
 売上高・売上総利益・営業収入ともに前期を上回り、増益を確保
 販管費は増加したものの、コストコントロールを行い、売上比では0.5pt改善

（単位：百万円） 2023年度 2022年度

実績 売上比 前年同期比 実績 売上比

営業収益 508,987 ― 105.1％ 484,466 ―

売上高 483,339 100.0％ 105.2％ 459,422 100.0％

売上総利益 125,891 26.0％ 105.6％ 119,164 25.9％

営業収入 25,648 5.3％ 102.4％ 25,043 5.5％

販管費計 140,570 29.1％ 103.5％ 135,877 29.6％

営業利益 10,969 2.3％ 131.7％ 8,330 1.8％
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2023年度 業績【単体：業態別売上高の状況】

SM・DS業態及びGMS食品の売上が好調に推移
 インフレに伴う物価高への価格対応を強化
 お客さまの変化に対応した、デリカ・オーガニック・冷凍食品・トラベル関連商品や化粧品等の
品揃えを拡充

（単位：百万円） 2023年度 2022年度

売上高 構成比（※） 前年同期比 売上高 構成比（※）

SM・DS 233,499 48.3% 106.0% 220,348 48.0%

GMS 229,035 47.4% 105.0% 218,220 47.5%

衣料品 41,859 8.7% 102.1% 41,017 8.9%

食品 151,344 31.3% 106.6% 142,026 30.9%

住居余暇商品 35,802 7.4% 101.9% 35,144 7.6%

SM・DS、GMS計 462,534 95.7% 105.5% 438,568 95.5%

◆主な業態の売上動向

※構成比は、会社計売上高に対する割合を表しています。
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2023年度 業績【単体：貸借対照表】

新規出店、既存店活性化等設備投資の実施額174億34百万円
 総資産 新規出店及び既存店活性化、デジタル投資を計画的に推進し、固定資産が増加
 負債 新規出店に伴う仕入増により、買掛金が増加

（単位：百万円） 2024/2期末 2023/2期末

構成比 増減額 実績 構成比

総資産 170,633 100.0％ 12,444 158,189 100.0％

流動資産 49,555 29.0％ 1,749 47,806 30.2％

固定資産 121,078 71.0％ 10,695 110,383 69.8％

負債 120,348 70.5％ 8,451 111,897 70.7％

流動負債 83,453 48.9％ 5,067 78,385 49.6％

固定負債 36,895 21.6％ 3,383 33,511 21.2％

純資産 50,284 29.5％ 3,993 46,291 29.3％

利益剰余金 36,323 21.3％ 5,877 30,446 19.2％

その他 13,961 8.2％ △1,884 15,845 10.0％

有利子負債 29,795 17.5％ △429 30,225 19.1％
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2023年度 業績【単体：キャッシュ・フロー計算書】

成長投資を実行しつつ、フリーキャッシュフローは＋37億57百万円
 営業CF 好調な業績を背景に+152億70百万円
 投資CF 新規出店及び既存店活性化、デジタル投資等で△115億12百万円
 財務CF 借入金の返済及び配当金の支払いで△38億23百万円

（単位：百万円） 2023年度 2022年度

営業活動によるCF 15,270 14,529

税引前当期純利益 6,183 6,431

減価償却費 6,467 6,618

その他 2,619 1,479

投資活動によるCF △11,512 △7,378

有形固定資産の取得 △12,311 △7,194

その他 799 △183

財務活動によるCF △3,823 △7,515

有利子負債 △429 △6,820

その他 △3,393 △695
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パーパス
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九州は一つの宝島です

うつくしい自然、おいしい食材

独自の食文化や伝統文化など

数えきれないほどの

たくさんの宝物があります

私たちの「たからもの」 九州をもっと—。

そこで働く人、そこに住む人、

そこを訪れる人

私たちはたくさんの「人」と、

恵まれた環境の中で

「つながり」という宝物を手に入れ、

成長してきました

これからも

すべての「つながり」を大切にし

豊かな暮らしと

明るく元気なあしたのために

私たちは「変革と挑戦」を続けます

お客さまからの「ありがとう」

仲間同士の「ありがとう」

そのつながりと

そこから生まれる笑顔が

私たちの原動力です
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環境認識
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デジタル化の進展・加速

ライフスタイルの変化

サステナビリティ
意識の高まり

【イオン九州にとっての重要な環境認識】

・競合店の新規出店加速
・EC市場の拡大
・M&Aによる再編

・AIの汎用性加速、性能の高まり
・顧客データの活用技術の加速

・地球温暖化と気候変動
・限られた資源、資本

【イオン九州への意味合い】

・環境コスト負担の増大
・人的資本経営の必要性
・健全な企業経営の推進

・店舗省人化の取り組み加速
・One to Oneマーケティングの実現
・OMOの進化

・人口増加エリアへの出店加速
・既存店舗の価値向上
・ネットスーパー、ECの取り組み強化

少子高齢化の加速

・デリカ強化
・地域に合わせた機能への対応
・労働人材確保の必要性

更なる競合の激化

・成長市場への出店加速
・節約志向への対応
・高付加価値商品の展開

・健康志向の高まり
・消費の二極化、メリハリ消費

・子育て世帯減少、単身者の増加
・九州の自治体８５%超で人口減少



環境認識（九州における環境予見の変化）

九州エリアにおける競争環境の変化に対して積極的なアクションをとる
 全国規模のSMチェーンストアによる九州事業の切り離し

 新規リテーラーの九州への進出

当社店舗数

福岡県 その他 九州計

ＧＭＳ 26店舗 41店舗 67店舗

ＳＭ・ＥＸ 66店舗 93店舗 159店舗

ウエルシア
プラス

４店舗 1店舗 5店舗

ＤＳ 13店舗 17店舗 30店舗

【新】イズミグループ店舗数

福岡県 九州計

ＧＭＳ 1０店舗 2２店舗

ＳＭ 9３店舗 13０店舗

※2024年２月末時点店舗数
【新】イズミグループ店舗数は(株)イズミ・(株)西友
ホームページに記載の店舗数を合計したもの

ウエルシアプラス・エクスプレスの出店を加速し、
福岡県ＳＭ店舗数Ｎｏ１を維持

14



中期重点出店戦略
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一定の人口と市場規模を保持する福岡県を重点出店エリアに設定
 福岡県 ウエルシアプラス・エクスプレスの出店を加速しドミナントを構築

 九州全域 出店・活性化に加えM&Aの実施によりシェア拡大

福岡都市圏・筑後・
北九州の駅前・住宅地を
中心に出店を推進

地下鉄・西鉄沿線、
都市高速環状線内を
中心に、2027年度に
100店舗体制へ

ウエルシア
プラス

エクスプレス 合計

50店舗 60店舗 110店舗

福岡県 出店計画（24～26年度）

M&Aの投資枠
３００億円
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中期重点取り組み

成長領域への
シフト

既存資産の
魅力度向上

生産性・経営効率の
向上

サステナブル経営の
推進

・ウエルシアプラス、エクスプレス・BiGの出店加速
・ネットスーパー、ECの伸長

・デリカ改革推進
・伸長カテゴリーの更なる進化
・専門店化の推進

・積極的な活性化及び業態変更
・S&Bの実施

・省人化対応の進化
・AI活用

・マテリアリティ（重要課題）への対応
・人的資本経営の推進

商品改革



事業ポートフォリオ戦略
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90%

10%

2023年度

既存事業 成長事業

78%

22%

2026年度

既存事業 成長事業

売上高
４，８４７億円

売上高
6,000億円

年平均成長率
＋７．4％

今後自社が注力する事業を中心に継続的な成長を実現する
 成長事業 ウエルシアプラス・エクスプレス・BiGの出店加速

 既存事業 積極的な活性化及び業態変更・S&Bの実施



投資計画

29.7％

１０．５％

14.7％

４１．３％

21-23年度計 24-26年度計

＜投資計画＞

新店投資

既存店活性化投資

デジタル投資

その他設備投資

330億円

7７０億円

18※投資額は発生経費を含む総投資ベースとしています

3倍

1.３倍

1.６倍

3倍

次の成長エンジンへの積極的な投資を行い継続的な成長を図る
 「ウエルシアプラス」及び都市型小型SM「エクスプレス」の出店を加速
 既存店の魅力度向上のための、活性化・デジタル投資は継続実施

ウエルシアプラス 及び エクスプレスを
主体とした新規出店

事業領域拡大・生産性向上を実現するデジタル投資

収益力向上のための既存店活性化の推進

環境・グリーン投資による環境負荷と経費の軽減
安全・安心を担保する計画的修繕投資



ネット
スーパー

34.8億円 80億円

EC 9.0億円 180億円

リテール
メディア

1.5億円 10億円

その他 ※ 2.8億円 30億円

合計 48億円 300億円

成長領域へのシフト

19

店舗以外のタッチポイントを拡大し、お客さまの利便性向上
 デジタル売上（EC・ネットスーパー等）：26年度目標売上高 300億円
 「ｉＡＥＯＮ」アプリと購買データを活用したOne to Oneマーケティングの実現
 M&A及びアライアンスを通じた飛躍的成長を実現

23年度 26年度

※その他：フードデリバリー（ＵｂｅｒＥａｔｓ、Ｗｏｌｔ）、移動販売、無人店舗など

0

100

200

300

2023年度 2026年度

ネットスーパー ＥＣ リテールメディア その他

（億円）

その他

リテールメディア

ＥＣ

ネット
スーパー

６倍



主要目標数値
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5,０８９億円
5,２40億円

5,５50億円

５,７７0億円

2023年度 2024年度

（計画）

2025年度

（計画）

2026年度

（計画）

＜営業収益（単体）＞

109億円

1１５億円
1２０億円

130億円

2023年度 2024年度

（計画）

2025年度

（計画）

2026年度

（計画）

＜営業利益（単体）＞

2026年度
（計画）

ROE 10.0％

ROIC ８．0％

＜目指す水準（連結）＞

成長事業を中心とした積極出店を行いながら安定的な利益創出を図る

（単位：億円） 2023年度
実績

2024年度
（計画）

2025年度
（計画）

2026年度
（計画）

営業収益 5,103 5,340 5,800 6,230

営業利益 104 106 108 １１９

＜連結業績計画＞

24～26年度計
（計画）

投資総額 770億円

出店数 170店舗
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2024年度 経営方針 ～成長領域へのシフト～

22

 近くて便利な、コンパクトSM
「エクスプレス」

 2026年度に70店舗体制へ
 福岡市都市部へのドミナント展開

 調剤併設型ドラッグストアと生鮮食品を
揃えたSMの融合「ウエルシアプラス」

 2026年度に70店舗体制へ
 福岡県から九州各県へ順次拡大

成長事業で２０店舗超の出店を計画
 デリカ・畜産・水産等プロセスセンターを活用した商品供給体制の確立による高速出店の実施



2024年度 経営方針 ～商品改革～

グループシナジーの最大化と九州独自MDの強化

グループシナジー商品力 九州独自ＭＤ

毎日の暮らしを豊かに

新規顧客層の拡大

23



2024年度 経営方針 ～既存資産の魅力度向上～

地域・行政との取り組みや活性化・業態転換・スクラップ＆ビルド（S&B）
投資を促進し、より地域に根差した店舗・ショッピングセンターへ

地域№１の
GMS

地域に
適応したSM

地域に必要な
業態への進化

24

日々を豊かにする
商品・サービス・
生活基盤

お客さまの不便を
解消できる機能

地域ニーズに
適応した業態

【実現したい姿】 【実施すること】 【提供価値】

店舗年齢若返りの活性化投資
イオン生活圏の拠点となる施策

立地に応じた衣料品・暮らしの品の付与
最新の食品MDを提供

店舗のポジショニングの再確認
ウエルシアプラス・DS等への転換
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2024年度 経営方針 ～サステナブル経営の推進～

「九州流通サステナビリティサロン」を設立し、小売流通業のサス
テナブル化に向けた情報連携と共創活動を推進します

物流を協調領域として、参画企業の皆さまと「2024年問題」、
「物流危機」を乗り越えるための取り組みを進めます

九州流通サステナビリティサロン

九州物流研究会（2023年度3回開催）

【九州物流研究会の取り組み】
 福岡、長崎、大分にてエリア分科会を
組成、配送の効率化を実施

 配送コンテナ、台車の規格標準化、
共同利用の検討を推進

地域との協創

日向夏 収穫支援活動（宮崎県綾町）

イオンチアーズクラブとの連携（フードアルチザン）

『大分県産 赤採りトマト』『鹿児島県産 桜島大根』

【事例】各社の店舗で「サステナブル共同販促」実施（2023年6月）

地域九州の流通企業の皆さまとともに持続可能な社会づくりを推進
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2024年度 経営方針 ～業績計画（連結）～

（百万円） 2025/2期 2024/２期 前期比

営業収益 534,000 510,317 104.6％

営業利益 10,600 10,382 102.1％

経常利益 10,600 10,539 100.6％

親会社株主に帰属
する当期純利益

5,100 7,025 72.6％

1株当たり配当金 45円 50円
※前期：特別配当5円

記念配当5円

配当性向 30.2％ 24.2％

※2025年2月期の1株当たり配当予想は、中間配当２０円、期末配当２５円を合わせた年間配当金４５円

営業収益は＋4.6％の成長、営業利益は＋2.1％増益を計画
 新規出店は、GMS2店舗、SM13店舗、ウエルシアプラス16店舗等を予定
 子会社「イオンウエルシア九州㈱」における出店拡大に伴う先行投資影響あり
 親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、前期における繰延税金資産計上等の影響あり
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（単位：百万円） 2025/2期 2024/2期 前期比

営業収益 529,000 508,987 103.9％

営業利益 11,500 10,969 104.8％

経常利益 11,400 11,127 102.5％

当期純利益 5,600 7,337 76.3％

2024年度 経営方針 ～業績計画（単体）～

営業収益は＋3.9％の成長、営業利益は＋4.8％増益を計画
 新規出店は、GMS2店舗、SM13店舗（内、エクスプレス12店舗）等を予定
 エネルギー価格の高騰を背景とした仕入れ価格、水道光熱費の上昇、春闘賃上げ等による人件費の
上昇、今後の成長に向けた投資によるコスト上昇の一方で、DX活用による生産性向上を織り込む

 経常利益に関しては、営業外収益において前期における保険金受入等の影響あり
 親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、前期における繰延税金資産計上等の影響あり
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2024年度 経営方針 ～株主還元～

中長期的な成長による
企業価値向上

経営のパートナーである
株主さまへの安定的な利益還元
（株主配当金＋株主優待制度）

2024年度の1株当たり配当金は中間配当２０円、期末配当２５円を計画
 2023年度の1株当たり期末配当金は、１株当たり普通配当26円に特別配当５円、記念配当５円を
加えた36円とし、年間配当金は中間配当14円と合わせた１株当たり50円となる

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
（連結）

2024年度
（連結計画）

１株当たり
年間配当金

15円 20円 28円 50円 45円

配当性向 20.1％ 25.0％ 20.8％ 24.4％ 30.2％

※備考① 記念配当5円を含む 記念配当5円を含む
特別配当5円 及び
記念配当5円を含む

※備考② 期末配当のみ 期末配当のみ 期末配当のみ
中間配当14円
期末配当36円

中間配当20円
期末配当25円




